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ニーズ調査アンケート結果の概要 

 

【障害があることで差別や嫌な思いをしたことがあるか】 

 ◆18 歳未満（n=345 人） 

 
  

・場所は公共施設が最も多く、次いで店舗・飲食店が多い。 

・内容は「必要な医療やサービスが受けられなかった」が最も多い。また、「その

他」としては、からかいや陰口、習い事を断られたといった回答が複数見られる。 

 

 

 

 

 

ある

31.0%

ない

65.5%

無回答

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19.5%

18.2%

15.7%

6.9%

4.4%

1.3%

31.4%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40%

公共施設

店舗・飲食店

病院

交通機関

宿泊施設

障害者施設

その他

無回答

差別や嫌な思いを受けた場所

（複数回答）

15.6%

6.4%

0.9%

64.2%

12.8%

0% 20% 40% 60% 80%

必要なサービスや医療が

受けられなかった

店や施設への入店・入場を

断られた

交通機関の利用を断られた

その他

無回答

差別や嫌な思いを受けた内容

（複数回答）

資料３ 
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◆18 歳以上（n=643人） 

 

 

 

・場所は学校・職場が最も多い。 

・内容は「教育や業務の内容が異なる」が最も多い。また、「その他」としては、

ジロジロ見られた、笑われたなど態度によるものが多い。 

 

【成年後見制度について】 ◆18 歳以上（n=643 人） 

 

・「名前は聞いたことがあるが、内容は知らない」「名前も内容も知らない」

の合算値は 64.7％である。 

ある

33.1%

ない

58.1%
無回答

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

名前と内容を知っている

28.6%

名前は聞いたことがあ

るが、内容は知らない

27.3%

名前も内容も知らない

37.4%

無回答

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

36.3%

14.3%

11.9%

10.7%

9.2%

6.8%

2.1%

6.8%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40%

学校・職場

病院

店舗・飲食店

公共施設

交通機関

障害者施設

宿泊施設

その他

無回答

差別や嫌な思いを受けた場所

（複数回答）

33.2%

9.7%

5.5%

1.7%
38.2%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40%

教育や業務の内容が異なる

必要なサービスや医療が

受けられなかった

店や施設への入店・入場を

断られた

交通機関の利用を断られた

その他

無回答

差別や嫌な思いを受けた内容

（複数回答）
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【地域で生活するために必要な支援は何か】 

◆18 歳以上（n=643 人 うち手帳の所持について無回答 23 人） 

 

・全体としては「経済的負担の軽減」が最も多く、「相談対応の充実」や「必

要なサービスが適切に利用できること」がこれに続いた。 

・身体障害者手帳所持者では、「必要な在宅サービスが適切に利用できるこ

と」と「在宅で医療的なケアなどが適切に受けられること」の割合が、他の

手帳保持者に比べて高い。 

・療育手帳所持者では、「障害のある人に適した住居の確保」や「地域住民の

理解度」、「生活訓練等の充実」割合が、他の手帳保持者に比べて高い。 

・精神障害者保健福祉手帳所持者では、「経済的な負担の軽減」と「相談対応

等の充実」を選択した割合が特に高い。 

 

 

45.3%

28.6%

29.9%

27.7%

24.3%

19.9%

13.2%

3.4%

5.1%

53.0%

28.4%

41.5%

29.5%

25.1%

31.7%

13.1%

4.4%

7.1%

44.4%

32.0%

33.7%

38.8%

32.6%

15.7%

19.1%

4.5%

8.4%

72.9%

47.1%

34.8%

33.5%

31.6%

23.9%

16.1%

2.6%

3.2%

1.9%

1.9%

1.9%

2.9%

2.9%

4.8%

1.9%

1.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

経済的な負担の軽減

相談対応等の充実

必要な在宅サービスが

適切に利用できること

障害のある人に適した

住居の確保

地域住民等の理解

在宅で医療的ケアなどが

適切に受けられること

生活訓練等の充実

その他

無回答

全体（n=643人） 身体（n=182人） 療育（n=178人） 精神（n=155人） 重複（n=105人）
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【今後どのように暮らしたいか】 

◆18 歳以上（n=643 人・生活実態別） 

 

・どの生活実態においても「今のまま暮らしたい」が最も割合が高い。 

・「グループホームなどを利用したい」「福祉施設や高齢者施設に入所したい」

は、全体の合算値で 9.9％である。 

 

 

 

 

 

 

64.8%

7.7%

13.5%

5.7%

4.2%

3.5%

62.6%

8.8%

17.6%

5.2%

3.0%

2.2%

68.8%

12.5%

7.8%

1.6%

6.3%

3.1%

72.5%

12.5%

7.5%

2.5%

5.0%

0.0%

73.0%

2.8%

7.8%

9.2%

2.8%

3.5%

32.1%

0.0%

10.7%

7.1%

21.4%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今のまま暮らしたい

アパート等で一人暮らしをしたい

家族と一緒に暮らしたい

グループホームなどを利用したい

福祉施設や高齢者施設に入所したい

その他

全体

家族と生活している

近くに家族・親族がいる

近くに家族・親族がいない

施設で生活している

その他 ※入院中など
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【災害時に困ること】（ｎ=988 人 うち手帳の所持について無回答 23 人） 

                     

・全体としては「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」が最も多く、

「避難場所で障害や病気のことを理解してもらえるか不安」がこれに続いた。 

・精神障害者手帳所持者では、「投薬や治療、医療的ケアがうけられなくなる」

との回答が半数を超えている。 

・障害児では、「避難場所で障害や病気のことを理解してもらえるか不安」との

回答が半数を超えている。 

 

 

  

26.1%

25.4%

43.1%

42.2%

4.1%

22.8%

14.4%

29.7%

11.0%

39.0%

26.9%

5.5%

19.2%

12.6%

15.2%

28.1%

35.4%

33.7%

0.6%

27.5%

11.2%

50.3%

24.5%

46.5%

44.5%

1.9%

21.9%

25.2%

35.2%

30.5%

40.0%

44.8%

4.8%

21.9%

37.1%

16.2%

30.4%

48.7%

52.8%

6.1%

22.9%

5.2%

0% 20% 40% 60%

投薬や治療、医療的ケ

アが受けられなくなる

避難場所で周囲とコミュ

ニケーションがとれない

避難場所の設備（トイレ

等）や生活環境が不安

避難場所で障害や病気

のことを理解してもらえ

るか不安

その他

何に困るかわからない

無回答

全体（n=988人） 身体（n=182人）

療育（n=178人） 精神（n=155人）

重複（n=105人） 児童（n=345人）

16.3%

19.1%

16.5%

14.7%

23.7%

13.9%

13.9%

5.4%

7.3%

12.6%

26.4%

9.3%

13.7%

31.9%

9.3%

8.8%

8.2%

11.0%

20.8%

23.0%

20.8%

9.0%

27.0%

20.2%

20.8%

4.5%

4.5%

25.2%

12.3%

21.3%

21.3%

16.1%

12.9%

18.1%

3.2%

5.2%

21.9%

26.7%

20.0%

20.0%

31.4%

19.0%

21.0%

9.5%

11.4%

10.1%

13.9%

14.8%

13.6%

18.8%

11.9%

9.0%

4.1%

6.4%

0% 20% 40% 60%

避難場所を知らない

避難場所まで行けない

情報を得る手段がない

近くに助けてくれる人が

いない

安全なところまで、迅速

に避難することができな

い

救助を求めることができ

ない

被害状況 、避難場所な

どの情報が入手できな

い

補装具の使用が困難に

なる

補装具や日常生活用具

の入手ができなくなる
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【今後収入を得る仕事をしたいか】 

 

・「仕事をしたい」、「仕事をしたいが、今はできない」の合算値は 65歳以下

のサービス利用者で 36.1％、65歳以下のサービス未利用者で 52.8％である。 

 

【就労するために必要な支援は何か】 

 
・65歳以下のサービス利用者、65歳以下のサービス未利用者ともに「障害のあ

る人への職場の理解」が最も多かった。 

仕事を

したい

16.2%

仕事を

したい

26.9%

仕事をしたいが、

今はできない

19.9%

仕事をしたいが、

今はできない

25.9%

身体の状態などの理由により、

仕事はできない

64.0%

身体の状態などの理由により、

仕事はできない

47.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以下のサービス

利用者（n=141人）

65歳以下のサービス

未利用者（n=112人）

35.7%

8.1%

26.2%

14.9%

45.2%

29.9%

28.5%

14.5%

23.5%

7.2%

19.9%

30.0%

12.8%

36.2%

21.8%

57.2%

12.5%

23.3%

17.9%

31.9%

4.7%

11.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリー等の配慮

短時間勤務や勤務日数等の配慮

在宅勤務の拡充

障害のある人への職場の理解

職場での介助や援助などが受けられること

就労後のフォローなど職場の支援機関の連携

企業ニーズに合った就労訓練

就職活動に対する相談対応、支援

その他

無回答

65歳以下のサービス

利用者（n=141人）

65歳以下のサービス

未利用者（n=112人）


